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金融システムの不安定性と金融危機




第 1章 イギリスの金融市場改革と Secondary Banking Crisis 
はじめに 問題の所在
第 1節 ロンドン金融市場の変貌と CCCによる市場改革
第 2節 CCCのもとでの信用膨張メカニズム 
第 3節 CCCと不動産バブルの発生 
第 4節 Secondary Banking Crisisの勃発 
むすび








第 3章 アメリカの金融自由化・証券化と S&L危機 
はじめに 問題の所在
第 1節 第一次 S&L危機と金融市場改革 
第 2節 モーゲージ流通市場の発達と流動性の創造
第 3節 1981年レーガン税制改革と不動産バブル 
第 4節 第二次 S&L危機の勃発 
むすび
第 4章 サブプライム金融危機と Shadow Banking System 
はじめに 問題の所在
第 1節 ストラクチャード・ファイナンスと Shadow Banking System
第 2節 投資銀行の信用膨張とレポ市場
第 3節 商業銀行の簿外投資ヴィークルと CP市場 
―日米英のバブルの発生と崩壊―
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第 4節 サブプライム金融危機の勃発 
 むすび
終 章 金融機関の行動様式と金融システムの不安定性
第 1節 金融機関経営の健全性とリスク管理 
第 2節 市場の規律・規制と金融システムの不安定性 
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序 章 グローバル経済下の貨幣資本の蓄積 
 

























































































第 1章 イギリスの金融市場改革と Secondary Banking Crisis 
  
 第 1節 ロンドン金融市場の変貌と CCCによる市場改革 
 
 イギリスでは 1971年 9月「競争と信用調節 Competition and Credit Control」（CCC）
と呼ばれる、新しい画期的な金融調節方式が導入され、金融の自由化・規制緩和が開始さ




























 ところが、預金銀行とは異なり、マッチングをその経営原理とする secondary banks等
にとっては、流動性規制を通じてすべての金融機関の信用をコントロールしていこうとす
る CCCの目論見は、当初から大きな矛盾を内包するものであった。そして、その矛盾は
たちどころに不動産バブルの発生と Secondary Banking Crisisの勃発として表面化する
こととなった。 
 


















































































的な融資を代替したのが他でもない secondary banksであった。 









 第 4節 Secondary Banking Crisisの勃発 
 











































はもう一段の引き締め政策を余儀なくされた。こうして 11月 13日にMLRは 13％に引き
上げられ――これは「明らかに恐慌レート」である――、「特別預金」も 4％から 6％へと
引き上げられた。こうした厳しい引き締め政策が強行された結果、その 2週間後の 11月












































第 2章 わが国のバブル発生の金融メカニズム 
 

























































































































第 3章 アメリカの金融自由化・証券化と S&L危機 
 
 第 1節 第一次 S&L危機と金融市場改革 
 
 アメリカの住宅金融の担い手は、1980年代初頭までは伝統的に貯蓄貸付組合（Savings 
































































































































































































第 4章 サブプライム金融危機と Shadow Banking System 
 


























































































































































































































券化商品のMBSであり、二次証券化商品である CDOや CDSではないのである。 

























 それだけではない。MMF市場で大規模な取付けが発生し、Shadow Banking System
そのものが行き詰まることとなった。リーマン・ブラザーズが破綻した翌日に、MMFの
運用会社であるリザーブ・マネジメント社が設定していた「リザーブ・プライマリー・フ






























となった。08年 9月 19日の AMLF、同 10月 7日の CPFF、同 10月 21日のMMIFFが
それである。ことに CPFFは CP発行会社に対しても FRBが流動性を供給する仕組みで
あり、FRBが実質的に CPの買取りを始め、CP市場への直接的な資金供給にまで踏み込


























































終 章 金融機関の行動様式と金融システムの不安定性 
 






















































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          
